
一
、
問
題
の
所
在

　

ハ
行
転
呼
は
︑
和
語
の
語
中
・
語
尾
の
ハ
行
音
（
ハ
・
ヒ
・
フ
・
ヘ
・
ホ
）
が
ワ
行
音
（
ワ
・
ヰ
・
ウ
・
ヱ
・
ヲ
）
に
変
わ
る
と
い
う
現
象

で
あ
り
︑
平
安
時
代
の
後
期
（
十
一
世
紀
）
頃
か
ら
一
般
化
し
た
と
さ
れ
る
︒
そ
し
て
︑
浄
土
真
宗
の
開
祖
と
さ
れ
る
親
鸞
（
一
一
七
三
︱

一
二
六
二
）
が
生
き
た
の
は
︑
こ
の
よ
う
な
音
韻
の
変
化
が
︑
仮
名
の
表
記
に
も
反
映
さ
れ
て
い
く
時
代
で
あ
っ
た
︒
そ
の
た
め
︑
親
鸞
の
著

作
や
書
簡
に
も
︑
古
用
と
合
致
し
な
い
仮
名
の
表
記
が
多
く
見
ら
れ
︑
す
で
に
以
下
の
よ
う
な
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
︒

① 

吉
澤
義
則
﹁
親
鸞
上
人
の
写
語
法
﹂（﹃
国
語
国
文
の
研
究
﹄︑
岩
波
書
店
︑
一
九
二
七
年
）

② 

藤
谷
一
海
﹁
親
鸞
聖
人
の
仮
名
遣
に
就
て
﹂（﹃
大
谷
学
報
﹄
一
七
（
三
）︑
大
谷
学
会
︑
一
九
三
六
年
）

③ 

梯
俊
夫
﹁
真
宗
と
国
語
﹂（﹃
高
田
学
報
﹄
三
一
︑
高
田
学
会
︑
一
九
四
二
年
）

④ 

常
磐
井
猷
麿
﹁
親
鸞
聖
人
の
特
殊
仮
名
遣
に
つ
い
て
﹂（﹃
真
宗
研
究
﹄
二
︑
真
宗
連
合
学
会
︑
一
九
五
六
年
）

⑤ 

小
林
芳
規
﹁
鎌
倉
時
代
語
資
料
と
し
て
の
草
稿
本
教
行
信
証
古
点
﹂

 

（﹃
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
﹄
二
︑
東
洋
大
学
大
学
院
︑
一
九
六
五
年
）

⑥ 

山
内
育
男
﹁
か
な
づ
か
い
の
歴
史
﹂（﹃
講
座
国
語
史
﹄
二
︑
大
修
館
書
店
︑
一
九
七
二
年
）

【
論
文
】

坂
東
本
の
ハ
行
転
呼
に
つ
い
て

青 

柳　
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⑦ 

門
川
徹
真
﹁
真
蹟
本
に
見
る
親
鸞
聖
人
の
か
な
の
用
法
﹂（﹃
真
宗
研
究
﹄
二
一
︑
真
宗
連
合
学
会
︑
一
九
七
六
年
）

⑧ 

金
子
彰
﹁
親
鸞
の
仮
名
づ
か
い
﹂（﹃
国
文
学
攷
﹄
七
六
︑
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
︑
一
九
七
八
年
）

⑨ 

金
子
彰
﹁
世
代
差
と
表
記
差
︱
院
政
後
期
・
鎌
倉
初
期
書
写
の
仮
名
書
状
の
ハ
行
音
表
記
を
視
点
と
し
て
︱
﹂

（﹃
鎌
倉
時
代
語
研
究
﹄
一
〇
︑
武
蔵
野
書
院
︑
一
九
八
七
年
）

⑩ 
 

佐
々
木
勇
﹁
親
鸞
遺
文
に
お
け
る
﹁
オ
ハ
﹂
等
の
仮
名
遣
い
開
始
時
期
と
異
例
に
つ
い
て
︱
漢
文
の
訓
点
に
お
け
る
実
態
調
査
と
そ
の

位
置
づ
け
﹂（﹃
国
文
学
攷
﹄
二
〇
九
︑
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
︑
二
〇
一
一
年
）

　

先
学
の
研
究
に
よ
っ
て
︑

 

（
１
） 

親
鸞
は
二
文
字
以
上
の
単
語
の
語
頭
に
﹁
ヲ
﹂
を
用
い
ず
︑
ま
た
﹁
を
ば
・
を
や
・
を
も
﹂
な
ど
は
基
本
的
に
﹁
オ
ハ
・
オ
ヤ
・
オ

モ
﹂
な
ど
と
表
記
し
て
い
た
こ
と
︒

 

（
２
） 

右
の
仮
名
遣
い
の
う
ち
︑
前
者
は
三
十
代
半
ば
ま
で
の
段
階
で
す
で
に
実
践
さ
れ
て
い
た
が
︑
後
者
は
三
十
代
後
半
か
ら
五
十
八
歳

頃
ま
で
の
あ
る
時
点
で
開
始
さ
れ
た
こ
と
︒

 

（
３
） ﹁
ヲ
﹂
の
仮
名
遣
い
の
他
に
も
︑
親
鸞
の
著
作
に
は
古
用
に
合
わ
な
い
仮
名
表
記
が
少
な
く
な
い
も
の
の
︑
同
一
の
語
は
一
定
の
仮
名

遣
い
で
表
記
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
︒

 

（
４
）
親
鸞
の
ハ
行
音
の
表
記
は
︑
以
前
の
世
代
に
比
べ
て
ハ
行
転
呼
す
る
例
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
︒

な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
︒

　

他
方
︑
親
鸞
の
主
著
と
さ
れ
る
﹃
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
﹄（
以
下
﹃
教
行
信
証
﹄）
の
文
献
学
的
な
研
究
︑
特
に
現
存
す
る
唯
一
の
真
蹟

本
で
あ
る
坂
東
本
の
研
究
も
大
き
く
進
ん
で
お
り
︑

4）

2）3）
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⑪ 

重
見
一
行
﹃
教
行
信
証
の
研
究
﹄（
法
藏
館
︑
一
九
八
一
年
）

⑫ 

鳥
越
正
道
﹃
最
終
稿
本
教
行
信
証
の
復
元
研
究
﹄（
法
藏
館
︑
一
九
九
七
年
）

な
ど
︑
重
要
な
成
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
︑
坂
東
本
の
成
立
過
程
や
各
部
の
執
筆
時
期
な
ど
は
︑
概
ね
解
明
さ
れ
て
き
た
と

言
え
る
︒

　

以
上
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
概
観
す
る
と
︑
親
鸞
の
仮
名
遣
い
に
関
す
る
研
究
は
和
文
著
作
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
︑
漢
文
著
作
で
あ
る
坂

東
本
の
仮
名
表
記
（
訓
点
）
の
特
徴
を
︑
⑪
・
⑫
の
成
果
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
作
業
は
︑
未
だ
十
分
で
な
い
点
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
︒
そ
こ
で
本
稿
で
は
︑
先
行
研
究
も
注
目
す
る
坂
東
本
の
ハ
行
転
呼
の
状
況
を
改
め
て
調
査
し
︑
親
鸞
の
仮
名
表
記
の
特
徴
を
明
ら
か

に
す
る
一
助
と
し
た
い
︒

二
、
坂
東
本
の
ハ
行
転
呼

 

こ
こ
で
は
坂
東
本
に
お
け
る
ハ
行
転
呼
の
例
を
︑
ハ
行
の
各
音
に
分
け
て
取
り
上
げ
る
︒
ま
た
︑
非
転
呼
の
ハ
行
音
表
記
の
数
も
︑
比
較
の

た
め
に
挙
げ
た
︒

は
↓
は
（
非
転
呼
）

　

395
例
（
右
訓
:
341
例
︑
左
訓
:
54
例
）

は
↓
わ

　

ア
チ
ワ
イ
（
味
）　　
　
　
　
　

行
・
三
四
・
五
・
左
訓
（
後
）

5）
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ア
チ
ワ
イ
（
味
）　　
　
　

化
本
・
四
六
九
・
五
・
右
訓
（
前
）

　

ア
ツ
カ
ワ
シ
（
蒸
）　　
　
　

信
・
二
七
〇
・
六
・
右
訓
（
後
）

　

ア
ラ
ワ
ル
ト
（
彰
）　　
　
　

信
・
二
四
二
・
五
・
右
訓
（
後
）

　

ア
ラ
ワ
サ
（
標
）　　
　
　
　

信
・
二
四
三
・
四
・
右
訓
（
後
）

　

ア
ラ
ワ
レ
テ
（
顯
而
）　　

化
本
・
五
五
一
・
二
・
右
訓
（
前
）

　

ア
ワ
（
値
）　　
　
　
　
　
　

信
・
一
七
八
・
七
・
右
訓
（
前
）

　

ア
ワ
レ
ム
（
憐
）　　
　
　
　
　

行
・
六
七
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

ア
ワ
レ
ミ
（
憐
）　　
　
　
　
　

行
・
九
一
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

ア
ワ
レ
ム
（
憫
）　　
　
　
　
　

行
・
九
一
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

ア
ワ
レ
ミ
（
仁
）　　
　
　
　
　

行
・
九
六
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

ア
ワ
レ
ム
（
憐
愍
）　　
　
　

行
・
一
四
四
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

ア
ワ
レ
フ
（
憫
）　　
　
　
　

信
・
一
八
九
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

ア
ワ
レ
ム
（
憐
）　　
　
　
　

信
・
一
九
六
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

ア
ワ
レ
ム
（
哀
）　　
　
　
　

信
・
二
〇
八
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

イ
ソ
カ
ワ
シ
（
急
）　　
　
　

信
・
一
六
三
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

イ
タ
ワ
シ
（
勞
）　　
　
　
　
　

行
・
九
八
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

イ
ツ
ワ
ル
（
僞
）　　
　
　
　
　

行
・
五
六
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

イ
ツ
ワ
ル
（
僞
）　　
　
　
　

行
・
一
二
五
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

イ
ツ
ワ
ル
（
僞
）　　
　
　
　

行
・
一
二
九
・
八
・
左
訓
（
前
）
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イ
ツ
ワ
ル
（
僞
）　　
　
　
　

信
・
一
六
二
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

イ
ツ
ワ
リ
（
姧
）　　
　
　
　

信
・
一
六
二
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

イ
ツ
ワ
ル
（
詐
）　　
　
　
　

信
・
一
六
二
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

イ
ツ
ワ
リ
（
詐
）　　
　
　
　

信
・
一
七
八
・
五
・
左
訓
（
前
）

　

イ
ツ
ワ
リ
（
詐
）　　
　
　
　

信
・
一
九
二
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

イ
ツ
ワ
リ
（
詐
）　　
　
　
　

信
・
二
八
四
・
八
・
右
訓
（
後
）

　

イ
ツ
ワ
レ
リ
ト
（
詐
）　　
　

信
・
二
八
五
・
一
・
右
訓
（
後
）

　

イ
ツ
ワ
ル
（
僞
）　　
　
　
　

証
・
三
七
五
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

イ
ツ
ワ
ル
（
憒
）　　
　
　
　

真
・
四
一
一
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

イ
ツ
ワ
ル
（
鬧
）　　
　
　
　

真
・
四
一
一
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

イ
ツ
ワ
ル
（
僞
）　　
　
　

化
本
・
五
四
五
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

イ
ツ
ワ
リ
（
矯
）　　
　
　

化
末
・
六
三
六
・
八
・
左
訓
（
前
）

　

イ
ツ
ワ
ル
（
僞
）　　
　
　

化
末
・
六
五
八
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

イ
ツ
ワ
リ
（
僞
）　　
　
　

化
末
・
六
五
八
・
八
・
左
訓
（
前
）

　

イ
ワ
ク
（
噵
）　　
　
　
　
　
　

行
・
八
四
・
四
・
右
訓
（
前
）

　
︹
イ
︺
ワ
ク
（
謂
）　　
　
　

 

行
・
一
〇
八
・
二
・
右
訓
（
前
）

　

イ
ワ
マ
ク
（
言
）　　
　
　
　

信
・
二
七
四
・
八
・
右
訓
（
後
）

　

ウ
ツ
ワ
モ
ノ
（
器
）　　
　
　

証
・
三
六
〇
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

ウ
ケ
タ
マ
ワ
ル
（
奉
）　　
　

信
・
一
六
七
・
八
・
左
訓
（
前
）
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ウ
ル
ワ
シ
（
端
）　　
　
　
　
　

行
・
八
一
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

オ
ホ
ワ
（
覆
）　　
　
　
　
　

真
・
四
〇
八
・
五
・
右
訓
（
前
）

　

カ
タ
ワ
ラ
ニ
シ
テ
（
傍
）　　

行
・
一
〇
五
・
六
・
右
訓
（
前
）

　

キ
ワ
（
際
）　　
　
　
　
　
　

証
・
三
四
六
・
八
・
左
訓
（
前
）

　

キ
ワ
（
際
）　　
　
　
　
　
　

証
・
三
七
三
・
五
・
左
訓
（
前
）

　

キ
ワ
（
際
）　　
　
　
　
　
　

真
・
四
三
四
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

キ
ワ
（
際
）　　
　
　
　
　
　

真
・
四
六
〇
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

キ
ワ
（
際
）　　
　
　
　
　

化
本
・
五
四
〇
・
三
・
右
訓
（
前
）

　

キ
ワ
（
際
）　　
　
　
　
　

化
本
・
五
四
五
・
八
・
左
訓
（
前
）

　

キ
ワ
（
齊
）　　
　
　
　
　

化
末
・
六
三
三
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

キ
ワ
ム
（
剋
）　　
　
　
　
　
　

行
・
七
七
・
八
・
左
訓
（
前
）

　

キ
ワ
メ
（
躬
）　　
　
　
　
　
　

行
・
九
六
・
二
・
右
訓
（
前
）

　

キ
ワ
メ
（
窮
）　　
　
　
　
　

行
・
一
一
四
・
三
・
右
訓
（
異
）

　

キ
ワ
メ
（
窮
）　　
　
　
　
　

行
・
一
三
一
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

キ
ワ
ム
ル
カ
（
窮
）　　
　
　

信
・
二
四
七
・
六
・
右
訓
（
後
）

　

キ
ワ
マ
ル
（
竟
）　　
　
　
　

証
・
三
三
二
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

キ
ワ
メ
（
究
）　　
　
　
　
　

証
・
三
三
四
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

キ
ワ
ム
（
竟
）　　
　
　
　
　

証
・
三
三
四
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

キ
ワ
メ
（
窮
）　　
　
　
　
　

真
・
三
九
四
・
七
・
左
訓
（
前
）
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キ
ワ
メ
（
窮
）　　
　
　
　
　

真
・
三
九
九
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

キ
ワ
マ
リ
（
窮
）　　
　
　
　

真
・
四
四
八
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

キ
ワ
ム
ル
コ
ト
（
窮
）　　

化
末
・
六
四
八
・
七
・
右
訓
（
前
）

　

キ
ワ
メ
ン
ト
（
窮
）　　
　

化
末
・
六
四
九
・
八
・
右
訓
（
前
）

　

ク
ワ
ウ
（
加
）　　
　
　
　
　
　

行
・
五
〇
・
五
・
左
訓
（
前
）

　

ク
ワ
ウ
（
加
）　　
　
　
　
　

行
・
一
三
六
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

ク
ワ
ウ
（
加
）　　
　
　
　
　

証
・
三
四
七
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

ク
ワ
シ
（
委
）　　
　
　
　
　
　

行
・
五
四
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

ク
ワ
シ
（
細
綿
）　　
　
　
　
　

行
・
七
八
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

ク
ワ
シ
ク
（
委
）　　
　
　
　
　

行
・
九
八
・
八
・
右
訓
（
前
）

　

ク
ワ
シ
（
細
）　　
　
　
　

化
末
・
六
六
四
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

ク
ル
ワ
サ
レ
テ
（
著
）　　
　

信
・
二
九
三
・
二
・
右
訓
（
後
）

　

コ
ワ
ク
（
怯
）　　
　
　
　
　

信
・
一
七
七
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

コ
ワ
シ
ト
（
強
）　　
　
　
　

信
・
二
四
二
・
三
・
右
訓
（
後
）

　

コ
ワ
ク
シ
テ
（
強
）　　
　

化
末
・
六
五
九
・
三
・
右
訓
（
前
）

　

サ
イ
ワ
イ
（
福
）　　
　
　

化
本
・
四
九
八
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

サ
イ
ワ
イ
（
福
）　　
　
　

化
末
・
六
二
九
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

サ
ワ
ト
（
澤
）　　
　
　
　
　

信
・
一
七
八
・
七
・
右
訓
（
前
）

　

サ
ワ
リ
（
礙
）　　
　
　
　
　
　

行
・
六
八
・
五
・
右
訓
（
前
）
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サ
ワ
リ
（
礙
）　　
　
　
　
　

信
・
一
六
八
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

サ
ワ
リ
（
礙
）　　
　
　
　
　

信
・
一
七
四
・
四
・
右
訓
（
前
）

　

サ
ワ
ル
（
閡
）　　
　
　
　
　
　

行
・
三
六
・
七
・
左
訓
（
後
）

　

サ
ワ
ル
（
礙
）　　
　
　
　
　
　

行
・
九
四
・
五
・
左
訓
（
前
）

　

ス
ナ
ワ
チ
（
乃
）　　
　
　
　

信
・
二
四
〇
・
二
・
右
訓
（
後
）

　

ス
ナ
ワ
チ
（
尋
）　　
　
　
　

信
・
二
五
二
・
七
・
右
訓
（
後
）

　

ス
ナ
ワ
チ
（
尋
）　　
　
　
　

信
・
二
六
九
・
二
・
右
訓
（
後
）

　

ス
ナ
ワ
チ
（
乃
）　　
　
　
　

信
・
二
七
九
・
八
・
右
訓
（
後
）

　

ス
ナ
ワ
チ
ノ
（
尋
）　　
　
　

信
・
二
九
九
・
七
・
右
訓
（
前
）

　

ス
ナ
ワ
チ
（
尋
）　　
　
　
　

信
・
三
〇
〇
・
三
・
右
訓
（
前
）

　

ス
ナ
ワ
チ
（
輒
）　　
　
　

化
本
・
四
七
一
・
三
・
右
訓
（
前
）

　

ス
ナ
ワ
チ
（
則
）　　
　
　

化
末
・
六
五
三
・
八
・
右
訓
（
前
）

　

タ
ク
ワ
ウ
（
畜
）　　
　
　

化
本
・
五
六
五
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

タ
ク
ワ
ウ
ル
（
畜
）　　
　

化
本
・
五
六
五
・
五
・
左
訓
（
前
）

　

タ
ク
ワ
ウ
（
畜
）　　
　
　

化
本
・
五
六
五
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

タ
ワ
フ
ル
（
戯
）　　
　
　
　

信
・
二
一
一
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

タ
ワ
フ
ル
（
戯
）　　
　
　
　

証
・
三
四
二
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

タ
ワ
フ
ル
（
戯
）　　
　
　
　

証
・
三
七
七
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

タ
ワ
フ
レ
（
戯
）　　
　
　

化
末
・
六
二
六
・
八
・
左
訓
（
前
）
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ツ
タ
ワ
リ
テ
（
傳
）　　
　

化
末
・
六
四
一
・
三
・
右
訓
（
前
）

　

ツ
ワ
モ
ノ
ヲ
（
兵
）　　
　
　

信
・
三
〇
二
・
七
・
右
訓
（
前
）

　

ツ
ワ
モ
ノ
（
兵
）　　
　
　

化
末
・
六
五
四
・
五
・
左
訓
（
前
）

　

ト
ラ
ワ
レ
テ
（
囚
）　　
　

化
末
・
六
五
六
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

ナ
リ
ワ
イ
（
業
）　　
　
　
　

真
・
四
四
一
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

ニ
ワ
（
場
）　　
　
　
　
　

化
本
・
四
六
八
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

ニ
ワ
カ
ニ
（
頓
）　　
　
　
　
　

行
・
九
七
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

ヘ
ツ
ラ
ワ
ス
（
諂
）　　
　
　

信
・
一
九
二
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

マ
シ
ワ
ル
コ
ト
（
雜
）　　
　
　

行
・
八
六
・
六
・
右
訓
（
前
）

　

マ
シ
ワ
リ
（
交
）　　
　
　
　

信
・
一
七
五
・
五
・
右
訓
（
前
）

　

マ
シ
ワ
リ
（
參
）　　
　
　
　

信
・
二
四
八
・
八
・
右
訓
（
後
）

　

マ
シ
ワ
ル
（
交
）　　
　
　

化
本
・
四
六
九
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

マ
シ
ワ
ル
（
間
）　　
　
　

化
本
・
四
九
九
・
一
・
右
訓
（
前
）

　

マ
シ
ワ
リ
（
交
）　　
　
　

化
本
・
五
三
九
・
八
・
右
訓
（
前
）

　

マ
ツ
ワ
ル
（
纏
）　　
　
　

真
・
四
四
三
・
頭
註
・
右
訓
（
前
）

　

ミ
ソ
ナ
ワ
ス
（
見
）　　
　
　

真
・
四
二
八
・
二
・
右
訓
（
異
）

　

ミ
タ
リ
カ
ワ
シ
ク
（
猥
）　

化
末
・
六
六
六
・
四
・
右
訓
（
前
）　

　

ワ
サ
ワ
イ
（
禍
）　　
　
　
　

行
・
一
一
〇
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

ワ
サ
ワ
イ
（
禍
）　　
　
　

化
本
・
五
一
五
・
七
・
左
訓
（
前
）
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ワ
サ
ワ
イ
（
災
）　　
　
　

化
本
・
五
六
一
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

ワ
サ
ワ
イ
（
禍
）　　
　
　

化
末
・
六
二
九
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

ワ
サ
ワ
イ
（
災
）　　
　
　

化
末
・
六
五
五
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

ワ
サ
ワ
イ
（
災
）　　
　
　

化
末
・
六
六
〇
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

ワ
サ
ワ
イ
（
禍
）　　
　
　

化
末
・
六
六
〇
・
五
・
左
訓
（
前
）

　

ヲ
ワ
ル
（
畢
）　　
　
　
　
　
　

行
・
五
三
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

オ
ワ
ル
（
訖
）　　
　
　
　

化
末
・
六
三
九
・
五
・
左
訓
（
前
）

ひ
↓
ひ
（
非
転
呼
）

　

133
例
（
右
訓
:
121
例
︑
左
訓
:
12
例
）

ひ
↓
ゐ

　

イ
ヰ
（
飯
）　　
　
　
　
　

化
末
・
六
三
九
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

イ
ヰ
（
飯
）　　
　
　
　
　

化
末
・
六
三
九
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

ミ
ヽ
シ
ヰ
（
聾
）　　
　
　

化
末
・
六
四
八
・
七
・
左
訓
（
前
）

ひ
↓
い

　

ア
イ
（
値
）　　
　
　
　
　
　

行
・
一
〇
三
・
一
・
左
訓
（
前
）

　
︹
ア
︺
イ
（
相
）　　
　
　
　

 

行
・
一
二
六
・
六
・
右
訓
（
前
）
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ア
イ
（
相
）　　
　
　
　
　
　

真
・
四
三
七
・
八
・
右
訓
（
前
）

　

ア
イ
（
相
）　　
　
　
　
　

化
末
・
六
三
三
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

ア
イ
タ
（
頃
）　　
　
　
　
　
　

行
・
九
〇
・
三
・
右
訓
（
前
）

　

ア
イ
タ
ニ
（
傾
）　　
　
　
　
　

行
・
九
〇
・
三
・
右
訓
（
前
）

　

ア
キ
ナ
イ
（
商
）　　
　
　
　

真
・
四
二
三
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

ア
タ
イ
（
價
）　　
　
　
　

化
本
・
五
五
八
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

ア
チ
ワ
イ
（
味
）　　
　
　
　
　

行
・
三
四
・
五
・
左
訓
（
後
）

　

ア
チ
ワ
イ
（
味
）　　
　
　

化
本
・
四
六
九
・
五
・
右
訓
（
前
）

　

ア
ラ
ソ
イ
（
競
）　　
　
　

化
末
・
六
四
七
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

イ
ト
イ
（
厭
）　　
　
　
　

化
末
・
六
二
九
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

オ
イ
（
甥
）　　
　
　
　
　

化
末
・
六
三
〇
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

オ
イ
（
甥
）　　
　
　
　
　

化
末
・
六
三
一
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

オ
イ
ヽ
タ
ス
（
擯
）　　
　

化
末
・
六
二
六
・
八
・
左
訓
（
前
）

　

オ
シ
マ
ト
ヒ
テ
（
麾
）　　

化
末
・
六
四
八
・
七
・
右
訓
（
前
）

　

カ
ナ
イ
テ
（
稱
）　　
　
　

化
本
・
五
〇
四
・
三
・
右
訓
（
前
）

　

カ
ナ
イ
（
冥
）　　
　
　
　

化
本
・
五
二
九
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

キ
ヨ
イ
（
競
）　　
　
　
　

化
末
・
六
五
四
・
一
・
右
訓
（
前
）

　

キ
ラ
イ
テ
（
簡
）　　
　
　
　

信
・
三
一
七
・
五
・
右
訓
（
前
）

　

ク
ル
イ
（
詃
）　　
　
　
　

化
末
・
六
二
七
・
五
・
左
訓
（
前
）
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サ
イ
ワ
イ
（
福
）　　
　
　

化
本
・
四
九
八
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

サ
イ
ワ
イ
（
福
）　　
　
　

化
末
・
六
二
九
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

サ
カ
イ
（
境
）　　
　
　
　
　
　

行
・
六
八
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

サ
カ
イ
（
境
）　　
　
　
　
　
　

行
・
九
五
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

サ
カ
イ
（
域
）　　
　
　
　
　

行
・
一
四
〇
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

サ
カ
イ
（
境
）　　
　
　
　
　

信
・
二
一
四
・
五
・
左
訓
（
前
）

　

サ
カ
イ
（
境
）　　
　
　
　
　

真
・
四
四
八
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

サ
カ
イ
（
界
）　　
　
　
　
　

真
・
四
四
八
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

シ
タ
カ
イ
（
服
）　　
　
　
　
　

行
・
五
〇
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

シ
タ
カ
イ
（
伏
）　　
　
　
　

真
・
四
四
三
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

タ
カ
イ
ニ
（
迭
）　　
　
　
　

信
・
一
八
〇
・
四
・
右
訓
（
前
）

　

タ
ク
イ
（
類
）　　
　
　
　
　

証
・
三
八
一
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

タ
ト
イ
（
縦
）　　
　
　
　

化
本
・
五
〇
四
・
六
・
右
訓
（
前
）

　

タ
マ
シ
イ
（
識
）　　
　
　
　
　

行
・
六
七
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

タ
マ
シ
イ
（
精
氣
）　　
　

化
末
・
六
二
〇
・
三
・
左
訓
（
中
）

　

タ
マ
シ
イ
（
神
）　　
　
　

化
末
・
六
三
四
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

ツ
イ
ニ
（
遂
）　　
　
　
　
　
　

行
・
六
〇
・
二
・
右
訓
（
前
）

　

ツ
イ
ニ
（
遂
）　　
　
　
　
　
　

行
・
八
九
・
七
・
右
訓
（
前
）

　

ツ
イ
ニ
（
畢
）　　
　
　
　
　

信
・
一
九
七
・
七
・
右
訓
（
後
）
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ツ
イ
ニ
（
畢
）　　
　
　
　
　

信
・
一
九
八
・
四
・
右
訓
（
後
）

　

ツ
イ
ニ
（
畢
）　　
　
　
　
　

信
・
一
九
九
・
一
・
右
訓
（
後
）

　

ツ
イ
ニ
（
畢
）　　
　
　
　
　

信
・
一
九
九
・
六
・
右
訓
（
後
）

　

ツ
イ
ニ
（
了
）　　
　
　
　
　

信
・
二
二
三
・
一
・
右
訓
（
後
）

　

ツ
イ
ニ
（
竟
）　　
　
　
　
　

信
・
二
六
〇
・
三
・
右
訓
（
後
）

　

ツ
イ
ニ
（
遂
）　　
　
　
　
　

信
・
二
六
〇
・
五
・
右
訓
（
後
）

　

ツ
イ
ニ
（
遂
）　　
　
　
　
　

信
・
二
六
二
・
八
・
右
訓
（
後
）

　
︹
ツ
︺
イ
ニ
（
終
）　　
　

 
化
本
・
四
九
七
・
四
・
右
訓
（
前
）

　

ツ
イ
（
遂
）　　
　
　
　
　

化
本
・
五
五
四
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

ツ
イ
（
遂
）　　
　
　
　
　

化
本
・
五
六
一
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

ツ
イ
ニ
（
畢
竟
）　　
　
　

化
末
・
六
三
六
・
六
・
右
訓
（
前
）

　
︹
ツ
︺
イ
ニ
（
終
）　　
　

 

化
末
・
六
六
一
・
三
・
右
訓
（
前
）

　

ナ
リ
ワ
イ
（
業
）　　
　
　
　

真
・
四
四
一
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

ネ
カ
イ
（
忻
）　　
　
　
　
　

信
・
一
六
五
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

ネ
カ
イ
（
忻
）　　
　
　
　

化
本
・
四
八
八
・
八
・
左
訓
（
前
）

　

ネ
カ
イ
（
忻
）　　
　
　
　

化
本
・
五
一
〇
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

ハ
カ
ラ
イ
（
籌
）　　
　
　

化
本
・
五
四
四
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

マ
ト
イ
カ
（
惑
）　　
　
　
　

行
・
一
〇
一
・
八
・
右
訓
（
前
）

　

マ
ト
イ
（
惑
）　　
　
　
　
　

信
・
一
七
二
・
一
・
左
訓
（
前
）
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マ
ト
イ
（
迷
）　　
　
　
　

化
末
・
六
二
九
・
五
・
左
訓
（
前
）

　

ヨ
ソ
オ
イ
（
勢
）　　
　
　

化
末
・
六
四
七
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

ヨ
ソ
オ
イ
（
威
）　　
　
　

化
末
・
六
四
九
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

ヨ
ハ
イ
（
喚
）　　
　
　
　
　
　

行
・
八
三
・
一
・
右
訓
（
前
）

　

ヨ
ロ
イ
（
鎧
）　　
　
　
　
　

行
・
一
一
七
・
五
・
左
訓
（
前
）

　

ヨ
ロ
イ
（
鎧
）　　
　
　
　
　

証
・
三
四
七
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

ワ
サ
ワ
イ
（
禍
）　　
　
　
　

行
・
一
一
〇
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

ワ
サ
ワ
イ
（
禍
）　　
　
　

化
本
・
五
一
五
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

ワ
サ
ワ
イ
（
災
）　　
　
　

化
本
・
五
六
一
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

ワ
サ
ワ
イ
（
禍
）　　
　
　

化
末
・
六
二
九
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

ワ
サ
ワ
イ
（
災
）　　
　
　

化
末
・
六
五
五
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

ワ
サ
ワ
イ
（
災
）　　
　
　

化
末
・
六
六
〇
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

ワ
サ
ワ
イ
（
禍
）　　
　
　

化
末
・
六
六
〇
・
五
・
左
訓
（
前
）

ふ
↓
ふ
（
非
転
呼
）

　

534
例
（
右
訓
:
433
例
︑
左
訓
:
101
例
）

ふ
↓
う

　

ア
ウ
（
會
）　　
　
　
　
　
　

信
・
一
九
〇
・
八
・
左
訓
（
前
）
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ア
タ
ウ
（
施
）　　
　
　
　
　

信
・
一
九
六
・
八
・
左
訓
（
前
）

　

ア
ツ
マ
リ
ア
ウ
（
會
）　　

化
末
・
六
二
一
・
七
・
左
訓
（
中
）

　

ウ
ケ
コ
ウ
（
請
）　　
　
　

化
末
・
六
二
九
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

ウ
ハ
ウ
（
奪
）　　
　
　
　
　

真
・
三
九
五
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

ウ
ル
ウ
（
閏
）　　
　
　
　

化
末
・
六
六
八
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

ウ
ル
オ
ウ
（
濕
）　　
　
　
　

証
・
三
三
六
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

ウ
ル
オ
ウ
（
潤
）　　
　
　
　

真
・
四
五
四
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

オ
コ
ナ
ウ
（
講
）　　
　
　

化
本
・
四
六
八
・
八
・
左
訓
（
前
）

　

オ
コ
ナ
ウ
（
修
）　　
　
　

化
末
・
六
七
三
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

オ
ヽ
ウ
（
覆
）　　
　
　
　
　

行
・
七
五
・
頭
註
・
左
訓
（
前
）

　

オ
ヽ
ウ
（
暎
）　　
　
　
　
　

真
・
三
九
五
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

オ
ヽ
ウ
（
蔽
）　　
　
　
　
　

真
・
三
九
五
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

オ
ヽ
ウ
（
掩
）　　
　
　
　
　

真
・
三
九
五
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

オ
ヽ
ウ
（
蓋
）　　
　
　
　

化
本
・
四
六
九
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

カ
ナ
ウ
（
證
）　　
　
　
　
　
　

行
・
九
七
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

カ
ナ
ウ
（
楷
）　　
　
　
　

化
末
・
六
四
五
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

カ
ウ
ル
（
易
）　　
　
　
　
　

真
・
四
二
五
・
八
・
左
訓
（
前
）

　

カ
ウ
ル
（
易
）　　
　
　
　

化
本
・
五
六
五
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

カ
ヨ
ウ
（
通
）　　
　
　
　
　

行
・
一
二
八
・
四
・
左
訓
（
前
）
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キ
ラ
ウ
（
嫌
）　　
　
　
　
　

信
・
一
七
九
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

ク
ラ
ウ
（
噉
）　　
　
　
　
　
　

行
・
五
九
・
八
・
左
訓
（
前
）

　

ク
ル
ウ
（
狂
）　　
　
　
　
　
　

行
・
五
九
・
八
・
左
訓
（
前
）

　

ク
ル
ウ
（
狂
）　　
　
　
　
　
　

行
・
九
七
・
五
・
左
訓
（
前
）

　

ク
ル
ウ
ト
モ
（
著
）　　
　
　

真
・
三
九
五
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

ク
ル
ウ
（
誑
）　　
　
　
　
　

真
・
四
五
一
・
五
・
左
訓
（
前
）

　

ク
ル
ウ
（
誑
）　　
　
　
　

化
末
・
六
六
二
・
五
・
左
訓
（
前
）

　

ク
ワ
ウ
（
加
）　　
　
　
　
　
　

行
・
五
〇
・
五
・
左
訓
（
前
）

　

ク
ワ
ウ
（
加
）　　
　
　
　
　

行
・
一
三
六
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

ク
ワ
ウ
（
加
）　　
　
　
　
　

証
・
三
四
七
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

コ
ウ
（
乞
）　　
　
　
　
　
　
　

行
・
五
〇
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

コ
ウ
（
乞
）　　
　
　
　
　
　

行
・
一
三
六
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

コ
ウ
（
請
）　　
　
　
　
　

化
本
・
四
八
三
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

コ
ウ
（
乞
）　　
　
　
　
　

化
末
・
六
二
九
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

コ
ウ
ト
モ
（
戀
）　　
　
　
　
　

行
・
九
七
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

コ
タ
ウ
（
酬
）　　
　
　
　
　

真
・
四
四
六
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

コ
タ
ウ
（
酬
）　　
　
　
　
　

真
・
四
五
九
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

コ
タ
ウ
（
報
）　　
　
　
　

化
末
・
六
三
一
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

コ
タ
ウ
（
答
）　　
　
　
　

化
末
・
六
三
四
・
五
・
左
訓
（
前
）
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コ
ノ
ミ
ネ
カ
ウ
（
樂
）　　

化
本
・
五
〇
三
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

サ
カ
ウ
（
範
）　　
　
　
　

化
本
・
五
五
〇
・
五
・
左
訓
（
前
）

　

サ
ウ
ル
（
礙
）　　
　
　
　
　

証
・
三
七
三
・
八
・
左
訓
（
前
）

　

シ
タ
ウ
（
戀
）　　
　
　
　
　
　

行
・
九
七
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

シ
タ
ウ
（
慕
）　　
　
　
　

化
本
・
四
八
八
・
八
・
左
訓
（
前
）

　

ソ
コ
ナ
ウ
（
害
）　　
　
　

化
末
・
六
二
九
・
八
・
左
訓
（
前
）

　

タ
ク
ワ
ウ
（
畜
）　　
　
　

化
本
・
五
六
五
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

タ
ク
ワ
ウ
ル
（
畜
）　　
　

化
本
・
五
六
五
・
五
・
左
訓
（
前
）

　

タ
ク
ワ
ウ
（
畜
）　　
　
　

化
本
・
五
六
五
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

タ
ト
ウ
（
類
）　　
　
　
　
　

証
・
三
四
九
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

ツ
カ
ウ
（
奉
）　　
　
　
　
　

行
・
一
三
四
・
一
・
右
訓
（
前
）

　

ツ
カ
ウ
（
奉
）　　
　
　
　
　

信
・
一
九
〇
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

ツ
ク
ノ
ウ
（
債
）　　
　
　
　

信
・
三
二
一
・
八
・
左
訓
（
前
）

　

ツ
ク
リ
ツ
タ
ウ
（
譯
）　　

化
末
・
六
五
一
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

ツ
ク
ロ
ウ
（
修
）　　
　
　
　

真
・
四
二
四
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

ツ
タ
ウ
（
傳
）　　
　
　
　

化
本
・
五
四
五
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

ト
ヽ
ノ
ウ
（
調
）　　
　
　
　

信
・
一
九
二
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

ト
ヽ
ノ
ウ
（
調
）　　
　
　
　

信
・
二
九
九
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

ト
ヽ
ノ
ウ
（
調
）　　
　
　
　

信
・
三
二
一
・
八
・
左
訓
（
前
）
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ナ
ス
ラ
ウ
（
准
）　　
　
　

化
本
・
五
一
一
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

ナ
ラ
ウ
（
習
）　　
　
　
　
　

証
・
三
五
三
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

ナ
ラ
ウ
（
習
）　　
　
　
　
　

真
・
四
三
二
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

ナ
ラ
ウ
（
習
）　　
　
　
　
　

真
・
四
五
一
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

ナ
ラ
ウ
（
習
）　　
　
　
　

化
本
・
四
七
二
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

ハ
カ
ラ
ウ
（
議
）　　
　
　
　

行
・
一
三
四
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

ハ
カ
ラ
ウ
（
議
）　　
　
　
　

証
・
三
三
五
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

ハ
カ
ラ
ウ
（
義
）　　
　
　
　

証
・
三
五
二
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

ヘ
ツ
ラ
ウ
（
僞
）　　
　
　

化
本
・
五
〇
〇
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

ヘ
ツ
ラ
ウ
（
僞
）　　
　
　

化
本
・
五
〇
一
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

マ
ト
ウ
テ
（
纏
）　　
　
　
　

信
・
一
八
〇
・
七
・
右
訓
（
前
）

　

マ
ツ
ウ
（
纏
）　　
　
　
　

化
末
・
六
三
三
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

マ
ト
ウ
（
惑
）　　
　
　
　

化
末
・
六
二
七
・
五
・
左
訓
（
前
）

　
︹
ム
カ
︺
ウ
ル
ヲ
（
向
）　　
　

 

行
・
六
九
・
六
・
右
訓
（
前
）

　

ム
カ
ウ
（
對
）　　
　
　
　
　

行
・
一
二
八
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

ム
カ
ウ
（
對
）　　
　
　
　
　

信
・
一
七
三
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

ム
カ
ウ
（
對
）　　
　
　
　

化
本
・
五
〇
三
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

ム
ク
ウ
（
報
）　　
　
　
　
　

信
・
三
〇
〇
・
二
・
右
訓
（
前
）

　

ム
ク
ウ
（
謝
）　　
　
　
　

化
本
・
五
四
二
・
六
・
左
訓
（
前
）

坂東本のハ行転呼について
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ヤ
シ
ナ
ウ
（
養
）　　
　
　
　

信
・
一
七
三
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

ヨ
ハ
ウ
（
喚
）　　
　
　
　
　
　

行
・
七
七
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

ヨ
ハ
ウ
テ
（
喚
）　　
　
　
　

信
・
一
七
七
・
三
・
右
訓
（
前
）

　

ワ
キ
マ
ウ
（
辯
）　　
　
　
　
　

行
・
九
二
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

ワ
キ
マ
ウ
（
辯
）　　
　
　
　

行
・
一
二
八
・
五
・
左
訓
（
前
）

　

ワ
キ
マ
ウ
（
辯
）　　
　
　
　

信
・
三
一
六
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

ワ
キ
マ
ウ
（
辯
）　　
　
　

化
本
・
五
四
三
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

ワ
キ
マ
ウ
（
辯
）　　
　
　

化
末
・
六
三
二
・
六
・
左
訓
（
前
）

ふ
↓
を

　

ア
ヲ
ク
（
仰
）　　
　
　
　

化
末
・
六
七
一
・
三
・
右
訓
（
前
）

へ
↓
へ
（
非
転
呼
）

　

468
例
（
右
訓
:
444
例
︑
左
訓
:
23
例
︑
そ
の
他
:
1
例
）

へ
↓
ゑ

　

イ
ヱ
（
屋
）　　
　
　
　
　
　

証
・
三
七
八
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

イ
ヱ
（
宇
）　　
　
　
　
　
　

証
・
三
七
八
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

イ
ヱ
（
舎
）　　
　
　
　
　

化
本
・
五
〇
五
・
二
・
左
訓
（
前
）
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イ
ヱ
ノ
反
（
宇
）　　
　
　

化
本
・
五
五
一
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

イ
ヱ
（
宇
）　　
　
　
　
　

化
本
・
五
五
一
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

イ
ヱ
ト
ス
（
家
）　　
　
　

化
末
・
六
四
三
・
六
・
右
訓
（
前
）

　

イ
ヱ
（
樓
）　　
　
　
　
　

化
末
・
六
五
五
・
八
・
左
訓
（
前
）

へ
↓
え

　

ア
エ
ル
（
値
）  

 
 

 
 

 

行
・
二
五
・
三
・
右
訓
（
後
）

　

ア
エ
テ
（
敢
）　　
　
　
　
　
　

行
・
九
三
・
七
・
右
訓
（
前
）

　

ア
エ
テ
（
敢
）　　
　
　
　
　

証
・
三
三
九
・
八
・
右
訓
（
前
）

　

ア
エ
テ
（
敢
）　　
　
　
　
　

証
・
三
四
八
・
八
・
右
訓
（
前
）

　

ウ
ル
ホ
エ
ル
（
濕
）　　
　

化
本
・
五
四
七
・
二
・
右
訓
（
前
）

　

オ
ヽ
エ
ル
カ
（
覆
）　　
　
　

真
・
四
二
七
・
四
・
右
訓
（
異
）

　

カ
ソ
エ
ム
ニ
（
計
）　　
　
　

真
・
三
九
四
・
六
・
右
訓
（
前
）

　

カ
ナ
エ
（
錫
）　　
　
　
　

化
本
・
五
六
五
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

ソ
エ
テ
（
傍
）　　
　
　
　
　
　

行
・
五
〇
・
四
・
右
訓
（
前
）

　

タ
エ
タ
リ
（
堪
）　　
　
　
　

信
・
二
三
七
・
五
・
右
訓
（
後
）

　

タ
エ
ム
（
勝
）　　
　
　
　
　

信
・
二
四
三
・
二
・
右
訓
（
後
）

　

ト
ナ
エ
テ
（
唱
）　　
　
　
　

信
・
二
六
三
・
六
・
右
訓
（
後
）

　
︹
ヒ
ト
︺
エ
ニ
（
偏
）　　
　

 

行
・
一
四
三
・
五
・
右
訓
（
前
）
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ワ
︹
キ
︺
マ
エ
ム
（
辯
）　

化
末
・
六
四
六
・
八
・
右
訓
（
前
）

　
︹
ヲ
シ
︺
エ
テ　
　
　
　
　

化
本
・
五
二
四
・
三
・
右
訓
（
前
）

　

オ
エ
テ
（
終
）　　
　
　
　
　

信
・
三
二
〇
・
七
・
右
訓
（
前
）

ほ
↓
ほ
（
非
転
呼
）

　

52
例
（
右
訓
:
33
例
︑
左
訓
:
19
例
）

ほ
↓
を

　

ウ
ル
ヲ
ス
（
潤
）　　
　
　
　

信
・
一
七
三
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

ウ
ル
ヲ
ス
（
濕
）　　
　
　
　

信
・
一
七
五
・
五
・
右
訓
（
前
）

　

カ
ヲ
ハ
セ
（
皃
）　　
　
　
　
　

行
・
七
八
・
一
・
右
訓
（
前
）

　

カ
ヲ
ハ
セ
（
顔
）　　
　
　
　

証
・
三
三
四
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

カ
ヲ
ハ
セ
（
貌
）　　
　
　
　

証
・
三
三
四
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

カ
ヲ
ハ
セ
（
容
）　　
　
　
　

証
・
三
三
四
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

カ
ヲ
ハ
セ
（
顔
）　　
　
　
　

証
・
三
三
九
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

カ
ヲ
ハ
セ
（
容
）　　
　
　
　

証
・
三
三
九
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

ク
ル
ヲ
サ
ル
（
着
）　　
　

化
本
・
四
七
六
・
一
・
右
訓
（
前
）

　

ス
ナ
ヲ
ヽ
（
質
）　　
　
　

化
末
・
六
四
八
・
四
・
右
訓
（
前
）

　

ト
ヲ
ク
（
遠
）　　
　
　
　
　
　

総
序
・
四
・
五
・
右
訓
（
後
）
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ト
ヲ
リ
（
徹
）　　
　
　
　
　
　

行
・
九
四
・
三
・
左
訓
（
前
）

　
︹
ナ
︺
ヲ
（
猶
）　　
　
　
　

 

信
・
二
五
九
・
五
・
右
訓
（
後
）

　
︹
ナ
︺
ヲ
（
猶
）　　
　
　
　

 

真
・
四
一
四
・
五
・
右
訓
（
前
）

　
︹
ナ
︺
ヲ
（
猶
）　　
　
　
　

 

真
・
四
一
六
・
四
・
右
訓
（
前
）

　
︹
ナ
︺
ヲ
（
尚
）　　
　
　
　

 

真
・
四
四
二
・
八
・
右
訓
（
前
）

　

ナ
ヲ
（
尚
）　　
　
　
　
　

化
本
・
五
〇
四
・
六
・
右
訓
（
前
）

　
︹
ナ
︺
ヲ
（
尚
）  

 
 

 

化
本
・
五
〇
四
・
八
・
右
訓
（
前
）

　
︹
ナ
︺
ヲ
（
猶
）　　
　
　

 
化
末
・
六
四
八
・
六
・
右
訓
（
前
）

　

ナ
ヲ
シ
（
端
）　　
　
　
　
　
　

行
・
八
一
・
六
・
右
訓
（
前
）

　

ナ
ヲ
シ
（
端
）　　
　
　
　
　

証
・
三
三
四
・
一
・
左
訓
（
前
）

　

ナ
ヲ
シ
（
端
）　　
　
　
　
　

証
・
三
三
九
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

ホ
ノ
ヲ
（
焰
）　　
　
　
　

信
・
一
七
五
・
頭
註
・
右
訓
（
前
）

　

ホ
ノ
ヲ
（
燄
）　　
　
　
　
　

信
・
一
七
五
・
五
・
左
訓
（
前
）

　

ホ
ノ
ヲ
（
炎
）　　
　
　
　
　

真
・
三
九
八
・
七
・
左
訓
（
前
）

ほ
↓
お

　

イ
キ
オ
ヒ
（
勢
）　　
　
　
　

信
・
二
九
九
・
五
・
右
訓
（
前
）

　

ウ
ル
オ
ウ
（
濕
）　　
　
　
　

証
・
三
三
六
・
七
・
左
訓
（
前
）

　

ウ
ル
オ
フ
（
濕
）　　
　
　
　

証
・
三
五
三
・
七
・
左
訓
（
前
）
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ウ
ル
オ
ウ
（
潤
）　　
　
　
　

真
・
四
五
四
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

オ
ヽ
キ
ナ
ル
（
矜
）　　
　

化
末
・
六
七
一
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

オ
ヽ
シ
（
衆
）　　
　
　
　

化
末
・
六
五
一
・
一
・
右
訓
（
前
）

　

オ
ヽ
ウ
（
覆
）　　
　
　
　
　

行
・
七
五
・
頭
註
・
左
訓
（
前
）

　

オ
ヽ
ウ
（
暎
）　　
　
　
　
　

真
・
三
九
五
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

オ
ヽ
ウ
（
蔽
）　　
　
　
　
　

真
・
三
九
五
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

オ
ヽ
ウ
（
掩
）　　
　
　
　
　

真
・
三
九
五
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

オ
ヽ
エ
ル
カ
（
覆
）　　
　
　

真
・
四
二
七
・
四
・
右
訓
（
異
）

　

オ
ヽ
ウ
（
蓋
）　　
　
　
　

化
本
・
四
六
九
・
二
・
左
訓
（
前
）

　

カ
オ
ハ
セ
（
顔
）　　
　
　
　

信
・
一
九
〇
・
四
・
左
訓
（
前
）

　

ク
ル
オ
ス
ト
モ
（
箸
）　　

化
末
・
六
三
三
・
三
・
左
訓
（
前
）

　

ト
オ
サ
カ
レ
（
遠
）　　
　

化
本
・
四
八
七
・
七
・
右
訓
（
前
）

　

ト
オ
リ
（
徹
）　　
　
　
　

化
本
・
四
九
六
・
七
・
右
訓
（
前
）

　

ホ
ノ
オ
（
炎
）　　
　
　
　

信
・
一
七
五
・
頭
註
・
左
訓
（
前
）

　

ヨ
ソ
オ
イ
（
勢
）　　
　
　

化
末
・
六
四
七
・
六
・
左
訓
（
前
）

　

ヨ
ソ
オ
イ
（
威
）　　
　
　

化
末
・
六
四
九
・
一
・
左
訓
（
前
）

ほ
↓
う

　

ト
ウ
セ
（
通
）　　
　
　
　

化
末
・
六
五
一
・
三
・
右
訓
（
前
）
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三
、
坂
東
本
に
お
け
る
ハ
行
転
呼
の
傾
向

三
―
Ⅰ
、
ハ
行
転
呼
表
記
と
非
ハ
行
転
呼
表
記
と
の
比
較

 

す
で
に
先
学
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
︑
坂
東
本
に
は
同
一
の
語
で
あ
っ
て
も
︑
ハ
行
転
呼
音
で
表
記
さ
れ
る
場
合
と
︑
そ
う
で
な
い
場
合

と
が
あ
る
︒
そ
こ
で
︑
次
に
坂
東
本
の
和
語
の
語
彙
を
︑

① 

全
て
古
用
に
適
う
表
記
の
語

② 

古
用
に
適
う
表
記
が
多
数
で
あ
る
語

③ 

全
て
ハ
行
転
呼
音
で
あ
る
語

④ 

ハ
行
転
呼
音
が
多
数
で
あ
る
語

⑤ 

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
語

に
分
類
す
る
︒

　

ま
ず
︑
①
の
﹁
全
て
古
用
に
適
う
表
記
の
語
で
あ
る
語
﹂
だ
が
︑
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
に
は
︑﹁
お
も
ふ
﹂﹁
か
へ
る
﹂﹁
こ
し
ら
ふ
﹂﹁
た

ま
ふ
／
た
ま
は
く
﹂
な
ど
が
あ
る
︒
特
に
﹁
た
ま
ふ
／
た
ま
は
く
﹂
は
︑
坂
東
本
に
三
百
回
以
上
の
用
例
が
あ
る
も
の
の
︑
全
て
古
用
に
適
う

表
記
で
統
一
さ
れ
て
お
り
︑
こ
れ
は
和
文
著
作
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
︒
す
な
わ
ち
︑﹁
た
ま
ふ
／
た
ま
は
く
﹂
の
表
記
に
つ
い
て
は
︑
親

鸞
の
中
に
︑
か
な
り
強
い
規
範
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

　

次
に
︑
②
の
﹁
古
用
に
適
う
表
記
が
多
数
で
あ
る
語
﹂
だ
が
︑
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
に
は
︑

あ
た
ふ
（
施
・
供
・
與
）
ハ
行
転
呼
:
1
例　

非
ハ
行
転
呼
:
10
例

あ
ひ
（
相
）
ハ
行
転
呼
:
3
例　

非
ハ
行
転
呼
:
25
例
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あ
ら
は
す
（
顯
・
形
・
玄
・
彰
・
徴
・
箸
・
碑
・
標
）
ハ
行
転
呼
:
3
例　

非
ハ
行
転
呼
:
23
例

い
は
く
／
い
は
ま
く
（
言
・
謂
・
云
・
噵
）
ハ
行
転
呼
:
3
例　

非
ハ
行
転
呼
:
34
例

う
は
ふ
（
奪
）
ハ
行
転
呼
:
１
例　

非
ハ
行
転
呼
:
5
例

し
た
か
ふ
（
伏
・
随
・
遵
・
順
・
從
・
服
）
ハ
行
転
呼
:
2
例　

非
ハ
行
転
呼
:
29
例

た
と
ふ
（
假
令
・
縦
・
設
・
設
使
・
縦
使
・
喩
・
譬
・
類
）
ハ
行
転
呼
:
2
例　

非
ハ
行
転
呼
:
27
例

つ
か
ふ
（
事
・
務
・
侍
・
奉
）
ハ
行
転
呼
:
2
例　

非
ハ
行
転
呼
:
12
例

な
ど
が
あ
る
︒﹁
い
は
く
／
い
は
ま
く
﹂
の
ハ
行
転
呼
は
合
計
三
例
の
み
で
あ
り
︑
ま
た
﹁
い
ふ
﹂
は
全
て
古
用
に
適
う
表
記
が
為
さ
れ
て
い

た
︒
同
様
の
傾
向
は
︑
和
文
著
作
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
︒
ま
た
﹁
し
た
か
ふ
﹂
も
︑
和
文
著
作
に
ハ
行
転
呼
は
一
例
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
︒

こ
れ
ら
の
表
記
に
つ
い
て
は
︑
親
鸞
の
中
に
比
較
的
強
固
な
規
範
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
一
方
︑
金
子
︹
一
九
七
八
︺
に
よ
れ
ば
︑

﹁
た
と
ふ
﹂
と
﹁
あ
ら
は
す
﹂
は
︑
ハ
行
転
呼
音
と
非
ハ
行
転
呼
音
が
混
在
し
て
い
る
語
と
さ
れ
て
い
た
︒
し
か
し
坂
東
本
で
は
︑
ハ
行
転
呼

し
た
表
記
は
極
め
て
少
数
で
あ
っ
た
︒

 

続
い
て
︑
③
の
﹁
全
て
ハ
行
転
呼
音
で
あ
る
語
﹂
だ
が
︑
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
に
は
︑

い
へ
（
屋
・
宇
・
舎
・
家
・
樓
）:
7
例

き
は
（
際
・
齊
）:
7
例

き
は
む
（
剋
・
窮
・
躬
・
究
・
竟
）:
13
例

く
る
ふ
（
狂
・
著
・
誑
・
箸
・
詃
）:
8
例

わ
さ
は
ひ
（
災
・
禍
）:
7
例

7）
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な
ど
が
あ
る
︒
こ
の
う
ち
︑﹁
い
へ
﹂
に
﹁
イ
エ
﹂
の
用
例
は
無
く
︑
全
て
﹁
イ
ヱ
﹂
と
表
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
和
文
著
作
の
場
合
も

同
様
で
あ
る
︒
ま
た
︑﹁
き
は
﹂
と
﹁
き
は
む
﹂
に
つ
い
て
も
︑
和
文
著
作
の
表
記
は
全
て
︑
ハ
行
転
呼
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
︒
よ
っ
て

親
鸞
は
︑
こ
れ
ら
の
語
の
表
記
に
つ
い
て
︑
か
な
り
強
固
な
規
範
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
一
方
︑﹁
く
る
ふ
﹂
と
﹁
わ
さ
は
ひ
﹂
に

つ
い
て
は
︑
和
文
著
作
に
用
例
が
無
か
っ
た
た
め
︑
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
︒

 

次
に
︑
④
の
﹁
ハ
行
転
呼
音
が
多
数
で
あ
る
語
﹂
だ
が
︑
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
に
は
︑

い
つ
は
る
（
僞
・
鬧
・
憒
・
姧
・
矯
・
詐
・
諂
）
ハ
行
転
呼
:
17
例　

非
ハ
行
転
呼
:
4
例

う
る
ほ
す
／
う
る
ほ
ふ
（
潤
・
濕
）
ハ
行
転
呼
:
6
例　

非
ハ
行
転
呼
:
1
例

か
ほ
は
せ
（
皃
・
顔
・
容
・
貌
）
ハ
行
転
呼
:
7
例　

非
ハ
行
転
呼
:
1
例

す
な
は
ち
（
乃
・
尋
・
輒
・
則
・
便
・
辯
）
ハ
行
転
呼
:
8
例　

非
ハ
行
転
呼
:
4
例

つ
ひ
に
（
遂
・
畢
・
竟
・
畢
竟
・
了
・
終
）
ハ
行
転
呼
:
15
例　

非
ハ
行
転
呼
:
1
例

な
ど
が
あ
る
︒
こ
の
う
ち
︑﹁
う
る
ほ
す
／
う
る
ほ
ふ
﹂
の
ハ
行
転
呼
の
仕
方
は
︑
微
妙
に
一
定
し
な
い
︒﹁
ウ
ル
ヲ
ス
﹂﹁
ウ
ル
オ
ス
﹂﹁
ウ
ル

オ
フ
﹂﹁
ウ
ル
ホ
エ
ル
﹂
な
ど
︑
多
様
な
表
記
が
見
ら
れ
︑
親
鸞
の
中
で
規
範
が
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
語
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

一
方
︑﹁
い
つ
は
る
﹂
は
和
文
著
作
に
お
い
て
も
︑
ハ
行
転
呼
音
の
表
記
が
多
数
で
あ
る
︒
ま
た
︑﹁
す
な
は
ち
﹂
も
和
文
著
作
で
は
︑
一
貫
し

て
﹁
ス
ナ
ワ
チ
﹂
と
表
記
さ
れ
て
い
た
︒
そ
の
た
め
坂
東
本
に
お
け
る
四
例
の
﹁
ス
ナ
ハ
チ
﹂
は
︑
親
鸞
著
作
全
体
か
ら
見
る
と
︑
極
め
て
異

例
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
︒﹁
か
ほ
は
せ
﹂
と
﹁
つ
ひ
に
﹂
は
︑
和
文
著
作
の
中
に
用
例
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
︒

　

最
後
に
︑
⑤
の
﹁
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
語
彙
﹂
だ
が
︑
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
に
は
︑
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あ
は
れ
む
（
愛
・
恩
・
恕
・
仁
・
憐
・
哀
・
憫
・
愍
）
ハ
行
転
呼
:
8
例　

非
ハ
行
転
呼
:
11
例

こ
は
し
（
強
・
怯
）
ハ
行
転
呼
:
3
例　

非
ハ
行
転
呼
:
3
例

へ
つ
ら
ふ
（
僞
・
諂
）
ハ
行
転
呼
:
3
例　

非
ハ
行
転
呼
:
3
例

よ
は
ふ
（
喚
）
ハ
行
転
呼
:
3
例　

非
ハ
行
転
呼
:
3
例

わ
き
ま
ふ
（
辯
）
ハ
行
転
呼
:
6
例　

非
ハ
行
転
呼
:
5
例

な
ど
が
あ
る
︒
金
子
︹
一
九
七
八
︺
に
よ
れ
ば
︑﹁
あ
は
れ
む
﹂
は
ハ
行
転
呼
の
少
な
い
語
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
︒
し
か
し
︑
坂
東
本
で
は

和
文
著
作
と
比
べ
て
ハ
行
転
呼
音
の
割
合
が
高
く
︑
し
か
も
そ
れ
ら
は
全
て
朱
筆
で
あ
っ
た
︒
非
ハ
行
転
呼
音
の
﹁
あ
は
れ
む
﹂
の
朱
筆
は
︑

一
例
の
み
で
あ
る
︒

 

そ
の
他
の
語
に
つ
い
て
は
︑
和
文
著
作
の
中
に
十
分
な
用
例
が
無
か
っ
た
た
め
︑
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
︒

三
―
Ⅱ
、
坂
東
本
全
体
に
お
け
る
ハ
行
転
呼
の
傾
向

　

坂
東
本
の
ハ
行
音
表
記
を
整
理
す
る
と
︑

ハ
行
転
呼
表
記 

↓ 

三
五
一
例

古
用
に
適
っ
た
表
記 

↓ 

一
五
八
二
例

が
確
認
で
き
た
︒
す
な
わ
ち
︑
坂
東
本
の
ハ
行
音
表
記
の
う
ち
︑
ハ
行
転
呼
し
た
表
記
は
二
割
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
金
子

︹
一
九
八
七
︺
で
は
︑
親
鸞
の
書
簡
の
ハ
行
音
表
記
に
つ
い
て
︑

9）

真宗総合研究所研究紀要　第 41号

27



法
然
の
弟
子
で
あ
る
親
鸞
の
表
記
に
は
︑
凡
そ
4
割
の
︑
又
︑
親
鸞
の
妻
の
恵
信
尼
に
は
︑
凡
そ
2
割
の
語
に
ハ
行
転
呼
音
の
表
記
が
見

ら
れ
る
︒ 

（﹃
鎌
倉
時
代
語
研
究
﹄
一
〇
・
一
一
九
頁
）

と
報
告
さ
れ
て
い
る
た
め
︑
坂
東
本
に
お
け
る
ハ
行
転
呼
は
︑
書
簡
と
比
較
し
て
低
い
比
率
で
あ
る
と
言
え
る
︒
こ
れ
は
︑
特
定
の
読
者
を
想

定
し
て
い
る
書
簡
で
は
仮
名
表
記
の
規
範
が
緩
ん
で
お
り
︑
当
時
の
仏
教
界
を
意
識
し
た
学
術
的
な
著
作
で
あ
る
﹃
教
行
信
証
﹄
で
は
︑
仮
名

の
表
記
も
古
用
に
適
っ
た
も
の
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
︑
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

　

次
に
︑
坂
東
本
の
ハ
行
音
表
記
の
付
訓
箇
所
に
つ
い
て
検
討
す
る
︒

ハ
行
転
呼
表
記 

↓ 
右
訓
:
一
一
四
例
︑
左
訓
:
二
三
七
例

古
用
に
適
っ
た
表
記 

↓ 
右
訓
:
一
三
七
二
例
︑
左
訓
:
二
〇
九
例
︑
そ
の
他
:
一
例

　

こ
の
よ
う
に
︑
古
用
に
適
っ
た
表
記
は
大
半
が
右
訓
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
︑
ハ
行
転
呼
表
記
は
お
よ
そ
三
分
の
二
が
左
訓
で
あ
っ
た
︒
右

訓
は
読
み
仮
名
や
送
り
仮
名
で
あ
り
︑
訓
読
の
際
に
必
須
の
も
の
と
な
る
︒
一
方
︑
左
訓
は
注
記
的
な
内
容
が
大
半
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
坂
東

本
で
は
︑
直
接
訓
読
に
は
関
係
し
な
い
左
訓
に
お
い
て
︑
ハ
行
転
呼
表
記
が
多
く
使
わ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
︒

　

続
い
て
︑
朱
筆
に
つ
い
て
だ
が
︑
坂
東
本
の
ハ
行
転
呼
表
記
は
︑
朱
筆
箇
所
に
も
︑
そ
う
で
な
い
箇
所
に
も
見
ら
れ
た
︒
ハ
行
転
呼
と
朱
筆

の
間
に
︑
坂
東
本
全
体
を
一
貫
す
る
規
則
性
は
︑
見
出
し
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒

　

最
後
に
︑
ハ
行
転
呼
表
記
の
付
訓
時
期
に
つ
い
て
検
討
す
る
︒
先
掲
の
重
見
︹
一
九
八
一
︺
や
鳥
越
︹
一
九
九
七
︺
の
研
究
に
よ
っ
て
︑
坂

東
本
に
は
︑

　
　

前
期
筆
跡
（
親
鸞
五
十
八
歳
か
ら
六
十
三
歳
頃
の
筆
跡
）

　
　

中
期
筆
跡
（
主
な
個
所
は
﹁
化
身
土
巻
﹂
末
の
﹃
大
集
経
﹄
引
文
︒
親
鸞
七
十
歳
頃
の
筆
跡
）

　
　

後
期
筆
跡
（
親
鸞
八
十
歳
頃
以
降
の
筆
跡
）
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異　
　

筆
（
親
鸞
の
も
の
で
は
な
い
筆
跡
）

と
い
う
四
種
類
の
筆
跡
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
筆
跡
と
︑
ハ
行
転
呼
表
記
の
所
在
と
を
組
み
合
わ
せ
る
と
︑
次
の
通
り
と

な
る
︒

　
　

前
期
筆
跡
:
314
例

　
　

中
期
筆
跡
:
2
例

　
　

後
期
筆
跡
:
31
例

　
　

異　
　

筆
:
4
例

　

一
見
す
る
と
ハ
行
転
呼
表
記
は
︑
前
期
筆
跡
に
集
中
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
前
期
筆
跡
の
割
合
は
坂
東
本
全
体
の
約
67
％
を
占

め
︑
そ
の
他
の
筆
跡
の
割
合
は
約
33
％
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑
前
期
筆
跡
箇
所
と
他
の
箇
所
と
が
有
す
る
ハ
行
転
呼
表
記
の
割
合
は
︑
お
よ
そ

四
:
一
で
あ
る
︒
ま
た
︑
重
見
や
鳥
越
ら
に
よ
る
筆
跡
の
区
分
は
︑
坂
東
本
本
文
（
漢
字
部
分
）
の
染
筆
時
期
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
︑
訓
点

の
記
入
時
期
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
︒
実
際
︑
坂
東
本
に
は
朱
筆
に
よ
る
訓
点
の
訂
正
な
ど
が
入
っ
て
お
り
︑
親
鸞
は
自
身
の
付
訓
を
再
考

し
て
い
た
様
子
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑
前
期
筆
跡
の
箇
所
だ
か
ら
と
言
っ
て
︑
訓
点
も
同
時
期
の
記
入
で
あ
る
と
い
う
保
証

は
無
い
︒

　

そ
こ
で
次
に
︑
坂
東
本
の
後
期
筆
跡
箇
所
の
う
ち
︑
親
鸞
が
八
十
三
歳
以
降
に
書
き
改
め
た
部
分
と
︑
高
田
本
﹃
教
行
信
証
﹄
の
当
該
箇
所

に
お
け
る
ハ
行
転
呼
の
状
況
を
比
較
し
て
み
た
い
︒
高
田
本
は
︑
高
田
門
徒
の
一
人
で
あ
る
専
海
（
生
没
年
不
詳
）
が
坂
東
本
か
ら
書
写
し
た

﹃
教
行
信
証
﹄
を
︑
高
田
専
修
寺
の
真
仏
（
一
二
〇
九
︱
一
二
五
八
）
が
さ
ら
に
写
し
た
も
の
と
さ
れ
る
︒
専
海
が
﹃
教
行
信
証
﹄
を
書
写
し

た
の
は
︑
親
鸞
八
十
三
歳
の
年
（
一
二
五
五
年
）
で
あ
る
た
め
︑
専
海
書
写
本
の
成
立
以
降
に
親
鸞
が
書
き
改
め
た
部
分
は
︑
高
田
本
に
反
映

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
︒
そ
の
た
め
︑
坂
東
本
と
高
田
本
の
当
該
箇
所
を
比
較
す
る
の
で
あ
れ
ば
︑
親
鸞
が
八
十
三
歳
以
降
の
書
き
改
め

に
際
し
て
︑
ハ
行
転
呼
表
記
の
変
更
を
行
っ
た
か
否
か
を
︑
類
推
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
︒

11）
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こ
の
調
査
を
実
施
し
た
結
果
︑
高
田
本
に
お
い
て
非
ハ
行
転
呼
表
記
で
あ
っ
た
訓
が
︑
坂
東
本
に
お
い
て
ハ
行
転
呼
表
記
と
な
っ
て
い
る
例

は
︑
一
つ
も
確
認
で
き
な
か
っ
た
︒
反
対
に
︑
高
田
本
に
お
い
て
ハ
行
転
呼
表
記
で
あ
っ
た
訓
が
︑
坂
東
本
に
お
い
て
非
ハ
行
転
呼
表
記
と
な

っ
て
い
る
箇
所
は
︑
一
例
の
み
が
確
認
さ
れ
た
︒

　

も
ち
ろ
ん
︑
先
述
の
よ
う
に
高
田
本
は
︑
坂
東
本
の
写
本
の
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
︑
書
写
の
際
に
誤
り
が
生
じ
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
︒
そ
の
た
め
︑
高
田
本
が
親
鸞
八
十
三
歳
当
時
の
坂
東
本
の
状
況
を
︑
完
璧
に
伝
え
て
い
る
と
い
う
保
証
は
無
い
︒
し
か
し
︑
親
鸞

が
専
海
書
写
本
成
立
以
後
の
書
き
改
め
に
お
い
て
︑
ハ
行
転
呼
表
記
を
増
や
す
方
針
に
変
わ
っ
た
可
能
性
は
︑
極
め
て
低
い
と
言
え
る
で
あ
ろ

う
︒
一
般
に
︑
ハ
行
転
呼
表
記
は
平
安
中
期
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
︑
次
第
に
増
え
て
い
く
傾
向
に
あ
る
が
︑
親
鸞
は
こ
の
よ
う
な
時
代
状
況

の
中
に
あ
っ
て
も
︑﹃
教
行
信
証
﹄
の
ハ
行
転
呼
表
記
を
増
や
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
︒
坂
東
本
に
お
け
る
ハ
行
転
呼
表
記
の
方
針
は
︑
晩
年

の
書
き
改
め
の
際
に
も
︑
特
に
変
化
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒

四
、
結
び
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
坂
東
本
の
ハ
行
転
呼
表
記
を
収
集
・
整
理
し
︑
他
の
親
鸞
著
作
と
の
比
較
を
試
み
た
︒
そ
の
結
果
︑
両
者
の
傾
向
は
語
の
次
元
で

は
︑
基
本
的
に
同
じ
で
あ
っ
た
と
言
え
る
︒
特
に
﹁
い
ふ
／
い
は
く
／
い
は
ま
く
﹂
な
ど
の
使
用
頻
度
の
高
い
語
で
は
︑
親
鸞
著
作
全
体
を
通

し
て
極
め
て
揺
れ
が
少
な
か
っ
た
︒
す
な
わ
ち
︑
こ
れ
ら
の
語
に
つ
い
て
は
親
鸞
の
中
に
︑
非
常
に
強
い
表
記
の
規
範
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
の
で
あ
る
︒

　

一
方
︑
坂
東
本
全
体
に
お
け
る
ハ
行
転
呼
表
記
の
使
用
率
は
︑
書
簡
と
比
べ
る
と
半
分
程
度
で
し
か
な
か
っ
た
︒
し
か
も
︑
直
接
訓
読
に
関

係
す
る
右
訓
は
︑
大
半
が
古
用
に
適
っ
た
表
記
で
あ
っ
た
︒
以
上
の
点
か
ら
坂
東
本
は
︑
意
識
的
に
古
用
に
適
う
表
記
が
多
く
使
わ
れ
た
著
作

で
あ
っ
た
と
︑
言
い
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
実
際
︑﹁
た
と
ふ
﹂﹁
あ
ら
は
す
﹂﹁
す
な
は
ち
﹂﹁
あ
は
れ
む
﹂
な
ど
は
︑
和
文
著
作
と
比
較
す

る
と
︑
ハ
行
転
呼
の
表
記
が
少
な
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
︒
さ
ら
に
︑
こ
の
よ
う
な
方
針
は
︑
晩
年
の
書
き
改
め
の
際
に
も
変
更
さ
れ
る
も
の
で

12）
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は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
れ
も
古
用
に
適
う
表
記
が
意
識
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
と
︑
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

　

そ
も
そ
も
﹃
教
行
信
証
﹄
は
︑
当
時
の
仏
教
界
の
思
想
的
動
向
を
︑
強
く
意
識
し
た
著
作
で
あ
っ
た
と
言
え
る
︒
そ
の
た
め
親
鸞
は
︑
当
時

の
学
僧
や
知
識
人
階
級
を
意
識
し
︑
公
開
に
耐
え
得
る
内
容
を
目
指
し
た
こ
と
は
︑
想
像
に
難
く
な
い
︒
そ
れ
は
︑
仮
名
の
表
記
に
も
及
ん
だ

結
果
︑
坂
東
本
﹃
教
行
信
証
﹄
は
親
鸞
の
他
の
著
作
に
比
べ
て
︑
古
用
に
適
う
表
記
の
多
い
著
作
に
な
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
︑
十
分
に
可

能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

　

し
か
し
︑
本
稿
に
お
い
て
は
坂
東
本
の
調
査
に
終
始
し
︑
他
の
漢
文
著
作
の
表
記
に
つ
い
て
十
分
に
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
︒
こ

の
点
は
︑
今
後
の
課
題
と
し
た
い
︒

　

最
後
に
な
っ
た
が
︑
本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
は
︑
親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
嘱
託
研
究
員
・
菊
池
弘
宣
氏
と
筆
者
が
共
同
で
作
成
し
た
坂
東
本
の
付

訓
索
引
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
︒
ま
た
︑
東
京
女
子
大
学
名
誉
教
授
の
金
子
彰
氏
か
ら
は
︑
多
大
な
助
言
を
頂
戴
し
た
︒
こ
の
場
を
借
り
て
︑

両
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
︒

（
1
）�

た
と
え
ば
︑
現
代
語
で
﹁
サ
ワ
﹂
と
発
音
さ
れ
る
﹁
澤
﹂
は
︑﹃
古
今
和
歌
集
﹄
な
ど
で
は
﹁
さ
は
﹂
と
表
記
さ
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
平
安
後
期
に
な

る
と
︑﹁
さ
は
﹂
の
﹁
は
﹂
の
発
音
が
変
化
し
て
﹁
わ
﹂
と
同
じ
音
と
な
り
︑﹁
さ
わ
﹂
と
発
音
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
︒
こ
れ
が
︑
ハ
行
転
呼
と
呼
ば
れ
る

現
象
で
あ
る
︒

（
2
）�

佐
々
木
︹
二
〇
一
一
︺︑
参
照
︒

（
3
）�

金
子
︹
一
九
七
八
︺︑
参
照
︒

（
4
）�

金
子
︹
一
九
八
七
︺︑
参
照
︒

（
5
）�

漢
数
字
は
﹃
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類 

翻
刻
篇
﹄（
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
︑
二
〇
一
二
年
）
の
頁
数
と
行
数
で
あ
る
︒
ま
た
︑
坂
東
本
の
漢
文
の
筆
跡
は
︑

前
期
・
中
期
・
後
期
・
異
筆
に
区
分
さ
れ
る
た
め
︑
こ
れ
を
表
わ
す
（
前
）（
中
）（
後
）（
異
）
の
記
号
を
付
し
た
︒
本
文
に
無
い
文
字
は
︹
︺
で
補
い
︑

朱
筆
箇
所
に
は
傍
線
を
付
し
た
︒
な
お
︑
本
表
に
集
め
た
の
は
明
確
な
ハ
行
転
呼
の
付
訓
が
あ
る
も
の
だ
け
で
あ
り
︑
同
一
の
語
で
あ
っ
て
も
︑
付
訓
の

無
い
も
の
は
挙
げ
て
い
な
い
︒
た
と
え
ば
﹁
す
な
は
ち
﹂
の
場
合
︑﹁
即チ
﹂
と
い
う
付
訓
例
は
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
が
︑
本
稿
が
問
題
と
す
る
ハ
行
転
呼

の
付
訓
で
は
な
い
の
で
対
象
か
ら
除
外
し
︑﹁
則
ス
ナ
ワ
チ

﹂
の
よ
う
に
︑
ハ
行
転
呼
の
表
記
が
明
確
で
あ
る
用
例
の
み
を
採
録
し
た
︒
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（
6
）�

た
だ
し
︑﹃
唯
信
鈔
﹄
に
は
一
例
の
み
﹁
タ
マ
エ
リ
﹂
と
い
う
表
記
が
見
ら
れ
る
︒

（
7
）�

金
子
︹
一
九
七
八
︺
一
九
頁
︑
参
照
︒

（
8
）�

坂
東
本
の
五
例
の
﹁
ス
ナ
ハ
チ
﹂
の
う
ち
︑
朱
筆
は
二
例
の
み
で
あ
る
︒

（
9
）�
金
子
︹
一
九
七
八
︺
一
九
頁
︑
参
照
︒

（
10
）�
な
お
︑
筆
者
は
坂
東
本
の
朱
筆
訓
点
に
は
︑
異
筆
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
︒
拙
稿
﹁﹃
教
行
信
証
﹄
に
お
け
る
﹁
ヲ
﹂
の
仮
名

遣
い
︱
坂
東
本
の
異
筆
訓
点
に
関
す
る
一
考
察
︱
﹂（﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
六
九
（
一
）︑
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
︑
二
〇
二
〇
年
）︑
参
照
︒
し
か
し
︑

ハ
行
転
呼
と
い
う
視
点
か
ら
は
︑
ど
の
訓
点
が
異
筆
で
あ
る
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
︒

（
11
）�

後
期
筆
跡
箇
所
で
あ
っ
て
も
︑﹁
信
巻
﹂
後
半
の
﹃
涅
槃
経
﹄
引
文
や
︑﹁
真
仏
土
巻
﹂
の
後
期
筆
跡
箇
所
の
よ
う
に
︑
高
田
本
に
反
映
さ
れ
て
い
る
部
分

も
あ
る
︒
重
見
︹
一
九
八
一
︺
二
三
六
︱
二
三
八
頁
︑
鳥
越
︹
一
九
九
七
︺
三
四
頁
︑
参
照
︒

（
12
）�﹁
行
巻
﹂
の
﹁
籌
﹂
の
左
訓
は
︑
高
田
本
で
は
﹁
ハ
カ
ラ
ウ
コ
ヽ
ロ
ナ
リ
﹂
で
あ
る
が
︑
坂
東
本
で
は
﹁
ハ
カ
ラ
フ
﹂（﹃
翻
刻
篇
﹄
四
一
頁
）
と
な
っ
て

い
る
︒

（
13
）�

金
子
︹
一
九
八
七
︺︑
参
照
︒

（
14
）�

親
鸞
の
師
・
法
然
房
源
空
（
一
一
三
三
︱
一
二
一
二
）
の
浄
土
教
思
想
に
対
し
て
は
︑﹃
興
福
寺
奏
状
﹄
や
﹃
延
暦
寺
大
衆
解
﹄︑
高
弁
（
一
一
七
三
︱

一
二
三
二
）
の
﹃
摧
邪
輪
﹄
な
ど
︑
多
く
の
批
判
が
提
示
さ
れ
て
い
た
︒
こ
れ
ら
の
批
判
に
応
答
し
て
︑
法
然
の
浄
土
教
思
想
の
真
実
性
を
示
す
こ
と
が
︑

﹃
教
行
信
証
﹄
の
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒[

※
本
研
究
は
二
〇
二
一
年
度
東
京
分
室
Ｐ
Ｄ
個
人
研
究
（
青
柳
班
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
︒
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